
中
小
建
設
業
者
へ
の
工
事
発
注
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
要
請

最
低
制
限
価
格
の
引
き
上
げ
と
地
元
業
者
の
更
な
る
活
用
を
！

県
央
振
興
局
長
要
請

〜
工
事
量
の
安
定
に
よ
る
処
遇
改
善
と

最
低
制
限
価
格
の
更
な
る
引
き
上
げ
を
〜

八
月
三
十
日
㈪
午
前
十
時
三

十
五
分
か
ら
、
県
央
振
興
局
長

に
対
し
、「
中
小
建
設
業
者
・

職
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
改

善
」
と
し
て
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

県
央
振
興
局
か
ら
山
下
局
長

他
三
名
、
組
合
・
協
会
か
ら
田

上
委
員
長
、
北
村
会
長
他
八
名

が
出
席
。

始
め
に
局
長
室
に
お
い
て
、

北
村
会
長
か
ら
山
下
局
長
へ
要

請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
田
上

委
員
長
が
要
望
主
旨
に
つ
い
て

説
明
後
、
場
所
を
入
札
室
に
移

し
、
建
設
部
長
か
ら
要
望
事
項

に
対
す
る
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

①
工
事
発
注
に
つ
い
て
は
、「
土

木
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
災

害
対
応
や
補
正
予
算
で
事
業
費
、

事
業
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

建
築
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
年

は
例
年
並
み
、
昨
年
並
み
位
の

発
注
量
を
予
定
し
て
い
る
。
分

離
・
分
割
方
式
で
の
発
注
に
つ

い
て
は
、
専
門
性
な
ど
を
踏
ま

え
、
可
能
な
範
囲
で
や
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

分
割
発
注
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
品
質
の
確
保
か
ら
実
施

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
平
準
化
に
つ
い
て
も
、
可

能
な
限
り
早
期
発
注
を
実
施
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
取
組
ん
で

い
こ
う
と
考
え
て
お
り
、
併
せ

て
適
正
な
工
期
の
確
保
に
も
努

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
」

②
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃

金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、「
直

接
皆
様
の
賃
金
、
支
払
わ
れ
る

給
料
に
関
わ
る
の
で
、
非
常
に

切
実
な
要
望
で
あ
る
と
思
う
が
、

個
別
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
よ
り
も
県
全
体
で
考
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
項
目
で
あ

り
、
単
価
に
見
合
う
賃
金
の
引

上
げ
や
最
低
制
限
価
格
の
引
き

上
げ
、
単
価
の
割
増
な
ど
、
ま

た
改
め
て
本
庁
で
意
見
交
換
さ

れ
る
と
き
に
ご
要
望
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。」

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で
は
、

「
本
庁
住
宅
課
の
所
管
で
あ
り
、

本
日
県
央
振
興
局
に
こ
の
よ
う

な
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た
こ
と

は
本
庁
に
も
伝
え
た
い
と
思
う

し
、
私
ど
も
地
方
機
関
で
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
諫
早
市
や

大
村
市
と
意
見
を
交
わ
す
機
会

を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
ご
要

望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
振
興

局
と
し
て
も
伝
え
る
と
い
う
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
」

と
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

諫
早
市
長
要
請

〜
地
元
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
と

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
継
続
を
〜

県
央
振
興
局
長
要
請
に
引
き

続
き
、
午
前
十
一
時
二
十
五
分

か
ら
、
場
所
を
諫
早
市
役
所
に

移
し「
中
小
建
設
業
者・職
人
の

仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善
」
に
つ

い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
側
か
ら
は
大
久
保
市
長
他

四
名
、
組
合
・
協
会
か
ら
は
田

上
委
員
長
、
北
村
会
長
他
五
名

が
出
席
。

始
め
に
北
村
会
長
か
ら
大
久

保
市
長
へ
要
請
書
を
手
渡
し
た

の
ち
、
田
上
委
員
長
が
要
請
書

の
趣
旨
を
説
明
。

大
久
保
市
長
は
あ
い
さ
つ
の

中
で
「
地
元
の
経
済
そ
れ
か
ら

地
元
の
技
能
者
の
皆
さ
ん
の
向

上
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
、
諫
早
市
の
公
共
工
事
の

発
注
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り

市
内
の
業
者
の
皆
さ
ん
を
優
先

し
て
配
慮
し
た
い
。
賃
金
に
関

し
て
も
今
年
の
四
月
に
法
改
正

も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非

適
正
な
賃
金
で
皆
さ
ん
方
が

し
っ
か
り
雇
用
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
適
正
単

価
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
今

年
の
一
月
に
諫
早
市
も
最
低
制

限
価
格
を
引
き
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
四
月
か
ら
は
週
休

二
日
工
事
と
い
う
試
み
も
し
て

お
り
、
皆
さ
ん
を
お
支
え
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

ま
た
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で

は
諫
早
市
単
独
で
例
え
ば
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
進
め
て
い
っ
た
り

し
て
お
り
、
引
き
続
き
助
成
制

度
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考

え
て
い
る
。
折
角
県
央
と
い
う

交
通
の
要
衝
で
地
の
利
が
い
い

が
、
人
口
が
減
っ
て
い
る
状
況
、

都
市
計
画
の
見
直
し
、
或
い
は

市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
の

撤
廃
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
様
々
な
支
援
策
な
ど
も
財
源

を
見
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
政

策
を
打
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
髙
谷
元
協

会
副
会
長
が
諫
早
市
の
調
整
区

域
の
件
に
触
れ
、「
非
常
に
難

し
い
話
だ
が
全
廃
し
、
周
囲
の

田
舎
を
助
け
て
人
口
を
増
や
さ

な
い
と
、
ま
ち
は
賑
わ
わ
な
い
。

そ
れ
を
市
長
さ
ん
に
お
願
い
し

た
い
」
と
要
望
。
こ
れ
に
対
し

大
久
保
市
長
は
「
調
整
区
域
の

関
係
は
公
約
で
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
郷

土
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
前

提
条
件
と
し
て
必
要
だ
ろ
う
と

思
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
意
見
交
換
を
行
い
、

終
了
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
度

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

■
六
年
連
続
純
増
■

令
和
二
年
度
は
、
加
入
者
数
が
四
八
○
名
、
脱
退
者
数
が

四
五
七
名
と
な
り
、
二
十
三
名
の
純
増
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
二
十
七
年
度
か
ら
六
年
連
続
で
年
間
実
増
を
達
成
し
て
い

ま
す
。

■
年
間
拡
大
目
標
四
五
○
名
■

建
設
長
崎
第
七
六
回
定
期
大
会
で
、
年
間
の
拡
大
目
標
を

四
五
○
名
に
設
定
し
取
り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
前
期
拡
大
目
標
設
定
■

組
合
で
は
、
年
間
拡
大
目
標
達
成
に
向
け
て
前
期
と
後
期

に
分
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
前
期
期
間
を
六
月
か
ら
十
一
月

ま
で
の
六
ヶ
月
間
と
し
二
二
五
名
の
目
標
に
設
定
し
ま
し
た
。

支
部
ご
と
の
拡
大
目
標
も
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
て
い
ま
す
の
で

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
数
は
力
」、
仲
間
を
増
や
し
て
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
で

要
求
実
現
に
繋
げ
、
長
建
国
保
や
共
済
な
ど
組
合
運
動
や
事

業
も
充
実
・
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

長
く
続
く
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
組
合
活
動

に
は
多
く
の
制
限
が
掛
か
っ
て
き
ま
す
が
組
合
員
・
主
婦
の

み
な
さ
ま
の
現
場
等
で
の
「
ひ
と
声
運
動
」
な
ど
新
生
活
様

式
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
で
組
合
未
加
入
仲
間
の
紹
介
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
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建設長崎 大運動会
中
�
止
�
のお知らせ

今年はコロナウイルス感染拡大防止のた
め中止することとなりました。

【
要
請
事
項
】

●
中
小
建
設
事
業
者
へ
の
工
事
発
注
に
関
す
る
要
請

●
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃
金
の
支
払

い
に
関
す
る
要
請

●
工
事
発
注
に
お
け
る
適
正
単
価
の
設
定
に
関
す
る

要
請

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
要
請

各支部【前期】拡大目標（名）
目標数
20
14
20
12
10
7
2

225

支部名
島 原

佐世保中央
佐世保東
佐世保北
北 松
平 戸
五 島

合 計

目標数
14
9
10
13
23
9
22
24
16

支部名
中 央
大 浦
市 南
東長崎
浦上西
浦上東
西 彼
諫 早
大 村

9

▲諫早市長へ要請書を手渡す北村会長

▲要請書の説明をする田上委員長
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中
央
支
部

支
部
長

本
多

常
秋

副
支
部
長

馬
渡

鉄
洋

〃

西
村

忠
光

〃

福
田

修

〃

中
島

茂
貴

書
記
長

古
井

宏
樹

大
浦
支
部

支
部
長

北
村

五
男

副
支
部
長

古
里

一
紀

〃

鳥
田

時
治

〃

宮
副

辰
則

〃

寺
田

郁
実

書
記
長

古
井

宏
樹

市
南
支
部

支
部
長

小
宮

清
治

副
支
部
長

山
下

洋
二

〃

小
泉

雄
義

〃

中
島

善
明

〃

山
﨑

昌
晴

〃

一
ノ
瀬

崇

担

当

松
浦

優
紀

東
長
崎
支
部

支
部
長

里

澄
宏

副
支
部
長

山
村

篤
司

〃

尾
上

正
範

〃

本
村
美
喜
男

〃

本
田

勇

担

当

德
永

輝
斗

浦
上
西
支
部

支
部
長

佐
藤

昭
彦

副
支
部
長

村
岡

広
明

〃

下
川

孝
貴

〃

平
出

壽
夫

〃

木
下

広
次

〃

山
形

信

〃

吉
村

大
介

書
記
長

大
賀

修
司

浦
上
東
支
部

支
部
長

田
崎

順
一

副
支
部
長

野
口

耕
平

〃

森

政
一

〃

松
田

隆
人

書
記
長

若
杉

孝
雄

西
彼
支
部

支
部
長

岩
崎
喜
三
郎

副
支
部
長

中
尾

豊

〃

山
中

茂

〃

尾
崎

光
生

〃

脇
川

雅
隆

〃

德
永

八
郎

担

当

竹
下

祐
太

諫
早
支
部

支
部
長

中
村

太
司

副
支
部
長

後
田

博
幸

〃

山
崎

貞
博

〃

林

崇

〃

藤
原

保
弘

〃

村
上

昌
也

書
記
長

松
園

俊
輔

大
村
支
部

支
部
長

一
瀬

純
男

副
支
部
長

金
子

芳
雄

〃

川
田

洋
一

〃

金
水

誠

〃

伊
藤

光
廣

〃

髙
取

征
治

書
記
長

井
関

一
幸

島
原
支
部

支
部
長

山
田

哲
夫

副
支
部
長

城

祐
輔

〃

本
田

岩
勝

〃

川
田

照
重

〃

松
田

年
市

〃

木
之
田
亮
二

〃

小
嶺

栄
助

書
記
長

山
本
祐
一
郎

佐
世
保
中
央
支
部

支
部
長

本
田

英
樹

副
支
部
長

大
島

𠮷
博

〃

宮
野

喜
吉

〃

松
本

浩
治

〃

梅
里
登
志
夫

書
記
長

池
田

剛

補

佐

俣
野

敦

佐
世
保
東
支
部

支
部
長

茅
原
喜
志
男

副
支
部
長

長
島

則
行

〃

大
庭

真
八

〃

小
谷

守

〃

迎

稔

〃

鴨
川

浩
樹

担

当

大
庭

央
大

佐
世
保
北
支
部

支
部
長

福
田

栄
治

副
支
部
長

柚
元

美
則

〃

吉
元

隆
一

〃

松
山

新
二

〃

中
村

忠
男

書
記
長

森

一
公

北
松
支
部

支
部
長

須
藤

輝
久

副
支
部
長

近
藤

力
也

〃

坂
中

善
男

〃

萩
原

正
清

〃

田
中

祐
二

書
記
長

江
頭

孝
一

平
戸
支
部

支
部
長

岡
田

眞

副
支
部
長

原
田

仁
志

〃

大
浦

広
己

〃

戸
田

一
男

担

当

俣
野

敦

全
国
組
織
で
あ
り
、
建
設
長

崎
の
上
部
組
織
で
も
あ
る
、「
全

建
総
連
」
は
、
七
月
二
十
八
日

に
二
〇
二
二
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
各

省
庁
（
厚
生
労
働
省
、
国
土
交

通
省
、
林
野
庁
、
財
務
省
、
国

税
庁
等
）
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
厳
し
い
状
況
が
続
く
全
国
の

仲
間
の
実
情
を
訴
え
、
仕
事
と

く
ら
し
、
建
設
国
保
の
健
全
運

営
の
た
め
の
予
算
計
上
を
訴
え

ま
し
た
。

厚
労
省
・
保
健
局
へ
は
、
全

建
総
連
佐
藤
副
委
員
長
を
団
長

に
二
十
名
が
参
加
、
保
健
局
か

ら
は
森
田
保
険
局
長
ほ
か
三
名

が
対
応
、
現
行
補
助
水
準
の
確

保
な
ど
に
つ
い
て
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
取
り
組

む
集
中
投
函
期
間
を
迎
え
た
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
に
つ
い
て
、
保

健
局
長
か
ら
「
手
書
き
で
沢
山

の
方
か
ら
頂
い
て
い
て
、
文
面

に
は
『
建
設
国
保
は
、
命
と
健

康
を
守
る
大
切
な
制
度
』
と
の

思
い
が
書
か
れ
て
い
る
。
重
く

受
け
止
め
た
い
」と
述
べ
、「
建

設
国
保
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て

き
た
役
割
や
機
能
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
今
後
も
支
援
し

た
い
」。「
安
定
運
営
を
継
続
で

き
る
よ
う
に
」
と
し
た
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
賃
金
実
態

や
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
受
注
減
の
影
響
等
に

つ
い
て
、
双
方
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

（
全
建
総
連
二
二
四
五
号
よ
り
一
部
転
載
）

長
建
国
保
の
現
行
補
助
水
準

を
維
持
す
る
た
め
、
厚
生
労
働

省
に
対
す
る
、
夏
の
「
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
を
令
和
三
年
五
月

二
十
四
日
か
ら
七
月
十
六
日
ま

で
、
組
織
数
の
二
・
五
倍
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

十
五
支
部
す
べ
て
の
支
部
が
、

目
標
達
成
と
な
り
組
織
数
の

二
・
五
倍
を
超
え
る
一
万
六
七

九
八
枚
の
「
要
請
ハ
ガ
キ
」
を

集
約
す
る
こ
と
が
で
き
、
七
月

末
に
集
中
投
函
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
の
「
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
」
も
、
国
の
一
般
会
計
予

算
決
定
前
の
十
月
・
十
一
月
に
、

財
務
省
と
厚
生
労
働
省
に
対
し

全
建
総
連
の
全
国
の
仲
間
と
共

に
取
り
組
み
ま
す
。
組
合
員
・

ご
家
族
皆
様
の
再
度
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
取
り
組
み

の
詳
細
は
十
月
号
に
掲
載
予
定

で
す
。

令和3年度

各
支
部
大
会
…
感
染
予
防

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

全
支
部
書
面
決
議

建
設
長
崎
第
七
十
六
回
定
期
大
会
を
受
け
、
各
支
部
は
支
部
大
会
の
日
程
を
組
み
、
八
月
十

九
日
の
大
村
支
部
を
ス
タ
ー
ト
に
九
月
十
日
の
平
戸
支
部
ま
で
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
五
波
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
首
都
圏
な
ど
で

四
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
長
崎
県
に
お
い
て
も
蔓
延
防
止
措
置
が
図
ら
れ

る
な
ど
、
更
な
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
時
期
と
重
な
り
、
各
支
部
と
も
書
面
で
の
開
催
決
議
を

行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

各
支
部
議
案
は
一
定
の
組
合
員
に
配
布
し
、
経
過
報
告
・
決
算
報
告
、
運
動
方
針
案
・
予
算

案
の
提
案
、
な
ら
び
に
新
役
員
に
つ
い
て
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

全建総連

厚
生
労
働
省
・
保
険
局
要
請

命
と
健
康
を
守
る
大
切
な
制
度

夏
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

組
織
2.5
倍
超
・
目
標
達
成

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

はがき集約状況（支部別）
集約率
（％）
100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

110．8

100．0

100．0

100．0

100．0

122．6

100．0

100．0

102．7
※4月末組織数を元に目標を設定

集約数
（枚数）
980

590

770

1，080

1，600

650

1，490

2，128

1，040

1，170

1，170

1，470

1，300

810

550

16，798

目標
（枚数）
980

590

770

1，080

1，600

650

1，490

1，920

1，040

1，170

1，170

1，470

1，060

810

550

16，350

組織数
（人）
390

235

307

429

639

258

593

766

416

468

466

585

424

323

217

6，516

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐世保東

佐世保北

北 松

平 戸

合 計

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第675号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2021年（令和3年）9月15日発行



コ
ロ
ナ
禍
で
の
７６
年
目
の
原
爆
の
日

講習会のご案内
受 講 料
8，000円

（組合員には2，000円の
助成あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程
令和3年11月13日㈯～14日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地区

長崎

�������������������������

受 講 料

8，000円
（組合員には2，000円の
補助あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

建設長崎大村支部
（大村市玖島1‐49‐2）

日 程
令和3年10月10日㈰

午前9時00分～午後4時00分
（受付開始：午前8時30分より）

令和3年11月7日㈰
午前9時00分～午後4時00分

地区

長崎

大村

���������

八
月
八
日
、
建
設
労
働
者
・
職
人
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

見
え
な
い
中
、
昨
年
に
引
き
続
き
感
染
症
予
防
対
策
、
参
加
者
の
大
幅
な
制
限
を
行
い
、
長
崎
市
原
爆
公

園
内
の
「
不
戦
平
和
の
塔
」
前
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
一

一
時
〇
二
分
、
参
列
者
全
員
で

原
爆
の
犠
牲
者
に
対
し
て
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
全
建
総
連
の
中

西
中
央
執
行
委
員
長
、
広
島
建

労
の
岩
田
執
行
委
員
長
、
建
設

長
崎
の
田
上
執
行
委
員
長
が
そ

れ
ぞ
れ
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
建
設
長
崎
の
馬
場

主
婦
会
長
が
長
崎
県
下
一
五
支

部
と
全
国
各
地
よ
り
集
め
ら
れ

た
名
水
を
献
水
。
折
鶴
献
納
で

は
、
全
国
青
協
の
中
野
副
議
長

が
三
四
県
連
組
合
か
ら
平
和
へ

の
祈
り
を
込
め
て
贈
ら
れ
た
折

鶴
、
一
一
九
、
九
五
〇
羽
を
参

加
者
を
代
表
し
て
行
い
ま
し
た
。

慰
霊
の
言
葉
で
は
、
全
建
総

連
の
中
西
中
央
執
行
委
員
長
は

「
核
兵
器
の
開
発
や
実
験
、
保

有
な
ど
全
面
的
に
禁
じ
る
核
兵

器
禁
止
条
約
が
本
年
一
月
に
発

効
さ
れ
、
国
際
条
約
に
よ
り
核

兵
器
の
廃
絶
に
向
け
た
明
確
な

意
思
が
世
界
中
に
表
明
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
未
だ

に
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
お
ら

ず
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る

た
め
に
も
こ
の
条
約
を
批
准
す

る
べ
き
で
あ
り
、
私
た
ち
全
建

総
連
の
仲
間
は
、
全
て
の
人
類

が
平
和
で
戦
争
の
な
い
社
会
を

築
く
た
め
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
建
設
長
崎
の
田
上
執
行

委
員
長
は
「
七
十
六
年
前
に
投

下
さ
れ
た
、
た
っ
た
一
発
の
原

子
爆
弾
に
よ
り
、
一
瞬
に
し
て

多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
ま

た
多
く
の
人
が
傷
つ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
な
お
放
射
能
の
後
遺

症
に
苦
し
み
続
け
て
い
る
方
々

が
い
ま
す
。
私
た
ち
は
『
人
類

と
核
は
共
存
で
き
な
い
』
こ
と

を
訴
え
、
現
在
、
地
球
上
に
存

在
す
る
一
三
、
〇
八
〇
発
も
の

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
」
と
そ
れ

ぞ
れ
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
列
者
一
人
一
人

が
白
菊
の
献
花
を
行
い
平
和
へ

の
願
い
と
と
も
に
、
原
爆
そ
し

て
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
御
霊
に
対
し
ご
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

浦
上
川
万
灯
流
し

八
月
九
日
、
建
設
長
崎
で
は
平
和
運
動
の
一
環

と
し
て
、
原
爆
犠
牲
者
を
し
の
ぶ
『
浦
上
川
万
灯

流
し
』
に
、
原
爆
殉
難
者
慰
霊
奉
賛
会
や
城
山
連

合
自
治
会
等
と
協
賛
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、

万
灯
を
川
に
流
さ
ず
、
浦
上
川
の
川
岸
に
並
べ
犠

牲
者
を
弔
い
ま
し
た
。

城
山
地
区
の
子
ど
も
ら
が
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
描
い
た
万
灯
、
約
四
〇

〇
個
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
川
沿
い
を
訪
れ
た
多

く
の
人
た
ち
は
、
優
し
く
照
ら
す
ろ
う
そ
く
の
明

か
り
に
、
原
爆
殉
難
者
へ
の
慰
霊
と
平
和
へ
の
祈

り
を
捧
げ
て
い
ま
し
た
。

※講習会はコロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら
実施します。今後の感染状況を注視しながら、国・自治
体の対処方針に従い対応（開催の有無）していきます。

① 木造建築物の組立て等作業主任者講習会
【受験資格】
満21歳以上で、木造建築物の構造
部材の組立て又はこれに伴う屋根
若しくは外壁下地の取り付け作業
に3年以上従事した経験を有する者
【定 員】30名（なお、受講者が15名未満の場合は中止する場合があります）
【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要） ②証明写真2枚（縦3．0cm

×横2．4cm） ③運転免許証など本人確認ができる証明書の写 ④受講料を持参し、各支
部事務所に提出。学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、提出をお願いします。

【申込期限】令和3年11月4日㈭
※注意！『個人事業主や法人の代表者、一人親方の実務経験の証明について』
実務経験の証明については、自己証明の場合第三者の証明が2名分必要になります。

【問い合わせ先】長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL095‐861‐9261）
登録No．025‐1（足場）、No．025‐3（木建）－有効2024年12月－

② フルハーネス型安全帯使用に関する特別教育
【受験資格】
満18歳以上で、現場等でフルハー
ネス安全帯の使用が求められるも
の、また、今後フルハーネス安全
帯を使用するもの。
【定 員】各25～27名（なお、

受講者が15名未満の場合は中止する場合があります）
【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明が必要） ②証明写真2枚（縦3．0cm

×横2．4cm） ③運転免許証など本人確認ができる証明書の写 ④受講料を持参し、各支
部事務所に提出。学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、提出をお願いします。

【申込期限】長崎：令和3年9月30日㈭ 大村：令和3年10月28日㈭
【問い合わせ先】各支部事務所

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に

お
け
る
運
用
利
回
り
及
び

掛
金
改
定
の
お
知
ら
せ

（
令
和
3
年
10
月
1
日
よ
り
適
用
）

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

（
建
退
共
）
の
累
積
剰
余
金
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
端
を
発
す
る
金
融
市
場

の
大
幅
な
変
動
等
に
よ
り
減
少

し
て
お
り
、
今
後
も
よ
り
一
層

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
建
設

労
働
者
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

め
建
退
共
制
度
の
普
及
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
制
度
の
魅
力
の

維
持
と
退
職
金
の
水
準
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

様
な
状
況
の
中
、
で
き
る
だ
け

制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る

た
め
、
令
和
三
年
十
月
一
日
よ

り
運
用
利
回
り
の
見
直
し
（
三

％
↓
一
・
三
％
）
と
掛
金
日
額

の
改
定
（
三
一
〇
円
↓
三
二
〇

円
）
を
実
施
し
ま
す
。

被
爆
七
十
六
年

原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭

核核
兵兵
器器
廃廃
絶絶
とと
原原
爆爆
犠犠
牲牲
者者
のの
冥冥
福福
をを
祈祈
るる

〜
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
折
鶴
12
万
羽
と
名
水
を
献
納
〜

（令和3年10月1日より適用）

改 定 後
1．3％
6，760円

現 行
3．0％
6，550円

（※事務費40円含む）

運用利回り
掛金月額
（1か月）

建設キャリアアップシステム（CCUS）
技能者登録推進キャンペーン！！！
詳細型でのCCUS技能者登録申請をおこなった組合
員を対象に、申請料を全額補助する期間限定『登録推
進キャンペーン』を実施します。

対象期間 令和3年10月～12月末
対 象 上記期間内に詳細型での

CCUS技能者登録申請をおこなった組合員
申請方法 各支部窓口で「補助申請書」を記入し、必

要書類を添付のうえ申請
必要書類 詳細型での登録申請が確認できる書類（次

のいずれか）
①払込受領書《受領印が10／1～12／31の
期間であること》
②支払完了画面の写し

補助金額 1人当たり 4，900円
（※60歳以上のインターネット申請の場合
は4，400円）

※令和3年10月以前に技能者登録をされた方は本キャ
ンペーン対象外。
※簡略型及び上記期間外に詳細型で技能者登録された
方は、2，000円を補助。
※10月より「技能者登録カードの写し」は、登録完了
後にカードが発行され次第、支部窓口へご提出いた
だきます。

慰霊のことばを述べる田上委員長

毎月1回15日発行 2021年（令和3年）9月15日発行建 設 長 崎第675号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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長
建
国
保
だ
よ
り

健
康
保
険
適
用
除
外
事
業
所
へ
、

標
準
報
酬
決
定
通
知
書
提
出
の
お
願
い

社
会
保
険
適
用
除
外
を
行
っ

て
い
る
各
事
業
所
が
四
月
〜
六

月
の
賃
金
報
告
を
提
出
し
た
後
、

年
金
事
務
所
よ
り
各
保
険
料
の

算
定
基
礎
と
な
る
「
標
準
報
酬

決
定
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
長
建
国
保
で
は
、
厚
生
労

働
省
及
び
長
崎
県
の
指
導
に
よ

り
、
事
業
所
内
に
お
け
る
適
用

除
外
承
認
者
数
の
現
状
把
握
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
為
、
こ

の
「
標
準
報
酬
決
定
通
知
」
の

写
し
を
提
出
し
て
頂
く
こ
と
に

よ
り
各
事
業
所
に
従
事
し
て
い

る
従
業
員
名
を
把
握
し
、
資
格

取
得
・
喪
失
の
確
認
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

事業所健診、または個人健診による
健診結果の提出をお願い致します

当組合では加入者の医療費や介護費用に負担を抑えるために、特定健診
（40才以上）や人間ドックを実施しています。
特に特定健診につきましては、受診者を増やすよう国の指導を受けてお

り、組合では様々な機会や広報を通じて受診勧奨に努めています。
長建国保の加入者で、事業所（職場）・個人健診の受診がお済みの方に

つきましては、健診結果（写し）をご提供して頂くことで特定健診を受診
した事となり、受診率アップにつながりますので、ご協力の程よろしくお
願い致します。

■1．対象となる健診
令和3年度（令和3年4月1日～令和4年3月31日）に実施する健診

■2．対象者
上記1．の期間中に受診された方で当組合に加入している40～74歳

の方。
■3．健診結果の提供方法

令和3年5月中旬頃に特定健診受診券、質問票、茶封筒（返信用封
筒）をお送りしております。健診結果と質問票を必ず添えて、返信用
封筒（切手不要）にてご郵送下さい。
※事業主様が事業所健診の健診結果をご提供くださる場合は、右記「標
準報酬決定通知書提出のお願い」に関するお知らせに同封しており
ます質問票をお一人につき一枚、必ず添えて、返信用封筒にてご郵
送ください。また、本件は、法令に基づき行っている為、事業主が
健診結果を提供することは法令違反ではありませんので念のため申
し添えます。

各適用除外事業所宛に下記の書類を郵送してお
りますので、対象の事業所は内容をご確認の上、
「FAX」（095－861－0048）又は「返信用封筒」
で長建国保宛にご返送頂きますようお願い致しま
す。

【同封している書類】…8月31日に各事業所へ郵送
させて頂いております。

�算定基礎届に伴う「健康保険・厚生年金被保険者
標準報酬月額決定通知書」写しの送付依頼につい
て

�標準報酬月額決定通知書のサンプル

�国民健康保険被保険者事業所変更届
※住所等変更があった場合に提出して頂きます

�「事業所健診の健康診断結果の提出」のお願い

�質問票（黄色）

�返信用封筒

建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
事
を
証
明

す
る
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
！

建
設
国
保
（
長
建
国
保
）
は
、

建
設
業
に
従
事
す
る
人
の
み
が

加
入
出
来
る
健
康
保
険
で
す
。

従
っ
て
、
建
設
業
で
な
い
方
の

加
入
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

長
建
国
保
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
指
導
に
基
づ
き
、
組
合
員

を
対
象
に
し
た
加
入
資
格
（
職

種
）の
再
確
認
を
行
う
為
、「
就

労
状
況
調
査
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
3
月
に
、

郵
送
に
て
お
渡
し
致
し
ま
し
た

保
険
証
に
同
封
の
「
組
合
員
就

労
状
況
調
査
票
（
水
色
）」
と
、

各
位
に
該
当
さ
れ
る
証
明
書
類

（
建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
事

を
証
明
す
る
書
類
）
を
各
支
部

の
窓
口
に
提
出
し
て
頂
き
ま
す

様
お
願
い
致
し
ま
す
。
該
当
す

る
証
明
書
類
（
登
記
簿
謄
本
や

確
定
申
告
書
写
し
、
就
労
証
明

書
等
）
に
関
し
ま
し
て
は
、
調

査
票
と
同
じ
く
保
険
証
に
同
封

の
【
組
合
員
就
労
状
況
調
査
の

ご
案
内
】
を
参
照
に
ご
用
意
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、「
調
査
票
」、「
証
明

書
類
」
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

厚
生
労
働
省
の
指
導
に
基
づ
き
、

被
保
険
者
資
格
を
喪
失
す
る
と

共
に
、
保
険
証
の
返
還
を
お
願

い
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
業
従
事
者
と
し
て

加
入
し
た
後
に
廃
業
又
は
転
職

さ
れ
た
方
は
、
速
や
か
に
組
合

各
支
部
に
て
お
手
続
き
下
さ
い

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
の
度
の
調
査
に

関
し
ま
し
て
ご
不
明
な
点
は
、

所
属
す
る
支
部
、
ま
た
は
長
建

国
保
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

支
部
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は

常
備
薬
を
お
受
け
取
り
下
さ
い

「
常
備
薬
」
に
関
し
ま
し
て

は
、
従
来
、
保
険
証
更
新
時
に

支
部
の
窓
口
に
て
お
渡
し
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
き

続
き
今
年
も
郵
送
で
の
更
新
と

さ
せ
て
頂
い
た
為
、
例
年
通
り

皆
様
に
お
配
り
で
き
て
い
な
い

状
況
で
す
。
家
族
の
資
格
取
得
、

喪
失
の
手
続
き
や
、
就
労
状
況

調
査
に
関
す
る
書
類
の
提
出
な

ど
、
所
属
支
部
に
お
立
ち
寄
り

の
際
は
忘
れ
ず
お
受
け
取
り
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
マ
ス
ク
、
消
毒
液

等
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
日
頃
の
感
染
予
防
対
策
と

し
て
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
次
に
該
当
さ

れ
る
場
合
は
、
長
建
国
保
の
保

険
料
（
令
和
三
年
度
分
）
の
減

免
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
減
免
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
所
定
の
申
請
書
に

医
師
の
診
断
書
、
又
は
死
亡
診

断
書
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所

属
支
部
又
は
長
建
国
保
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□
組
合
員
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
こ
と
に

よ
り
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
場
合

※
「
重
篤
な
傷
病
」
と
は
一
カ

月
以
上
の
治
療
を
要
す
る
場

合
で
す
。

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
主

た
る
生
計
維
持
者
が

死
亡
し
た
世
帯

※
但
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
組
合
員
ご

本
人
が
死
亡
し
た
場
合
は
減

免
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

新型コロナウイルス
感染症に伴う保険料
の減免措置について

巡回健診について
新型コロナウイルス感染症拡大を受け、9月26日㈰【佐世保東支部

事務所】までの巡回健診を中止に致しました。現在のところ10月17日
㈰【時津北部コミュニティセンター】の巡回健診はお申込み可能です
が、現在のところ未定となっております。改めて中止とさせて頂く場
合は、お申込み頂いた方にお葉書にてご案内差し上げます。
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加入資格確認調査、ご協力のお願い
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